
中部の ・ 授業づくり ― 子供に学ぶ楽しさを！！ ― 

   須崎市立多ノ郷小教材研究会 
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第２学年 「時こくと時間」 渡部 翔平 教諭 

 夏休みを間近に控えた子供達に、時刻や時間を日常生活の中で活かして欲し

い！時計を見てよりよく生活できるようになってほしい！という思いをもっ

て、子供にとって必然性のある場面設定とは？数学的な見方・考え方を働かせ

ることができる学習活動とは？などを考えながら取り組まれた授業提案でし

た。 

主体的・対話的で深い学びを実現する ・ の授業づくりを目指して！！ 

   

新学習指導要領が目指す能力ベイスの考え方から授業を描く！ 

 60 秒→1分、60分→1時間、24時間→1日というように六十進法、二十四進法に着目させ、数がまとまれ

ば新しい単位が登場する構造になっていることを統合的に見つめられるようにすることが大切であるとともに、

答えを出した後でなぜそれが正しいのかを分かりやすく相手に伝えることを大事にした授業づくりをしていく

べきであるとご指導いただきました。 

「答えを保障した上で学びを進めていっていい

のか」「子供にとって必然性のある文脈だったか」

「式で表すことが 2 年生にとって必要か」という

3つの視点で協議しました。他校からの参加者とと

もに意見を出し合い、有意義なグループ協議になり

ました。 

授業者の声 

齊藤先生に講話をしていただ

き、その学びがさらに深まった。

悩んでいたところを順序立てて

説明していただいたので、この

学びを7月の授業実践に活かせ

るよう明日から取り組みたい。 

齊藤一弥 

学力向上総括 

専門官による 

指導板書 

多ノ郷小学校では単元計画

を見直すことから取り組も

うとしています。 

次回は ７月 11 日（水） 

13時5０分授業開始です！ 

ぜひご参加ください！ 

参会者の声 

私たちの生活で普段無意識に考

えている時刻と時間について子供

達の目線に立ち、どういう授業づ

くりをしていかなければならない

かについて深く学ぶことができ

た。  【上分小 古谷祥子教諭】 


